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安心・安全のための想像力 
校長  稲葉 昌弘  

 本日、無事に２学期始業式を迎えることができました。夏季休業中子供たちは様々な思い出が作れたようで

す。今日みんなの元気な姿を見ることができて、とても嬉しく思います。 

新宿小の子供たちの元気な姿は嬉しいのですが、今年の夏休みは全国で大きな自然災害がありました。令和

８年７月２８日１６時２７分に熊本県熊本地方でマグニチュード（M）７．１（気象庁暫定値）の「令和８年

熊本地震」が発生しました。熊本県では最大震度７を観測したようです。熊本では平成２８年、約１０年前に

も大きな地震がありました。多くの方が被災し、いまだ大変な生活を余儀なくされている方が多くいる状況で

す。また、千葉県では８月１３日からの豪雨により、河川の氾濫や家屋・車の水没など多くの被害が出てしま

いました。１３日には「レベル５土砂災害特別警報」が発表され冠水したアンダーパスで車が水没してしまっ

たり、冠水や土砂崩れによりライフラインが断たれてしまったりしている地域がありました。一日でも早く復

旧・復興ができることを願っています。 

このような自然災害を目の当たりにすると、何か自分にできることはないかと考えます。被災地へのボラン

ティア活動や募金などは思いつくのですが、教師・学校として何ができるかを考えてみました。そうすると、

やはり子供たちへの安全教育の充実が必要だと思います。学校では文部科学省による安全教育の目標を基準

に、避難訓練や授業を通して、災害や事故、犯罪から自分自身の身を守る学習を行っています。日頃の訓練や

学習から、実際自分の身に危険が迫った際に、訓練の経験や学習した知識・技能はとても役に立つ大切なもの

です。 

さらに、子供たちには知識や技能だけでなく「安心・安全のための想像力」も身に付けてほしいと思ってい

ます。この「安心・安全のための想像力」という視点は様々な企業でも意識されていて、大人にとっても安心・

安全に関わる大切な力です。例えば、JR 東日本の安全に対する基本的な考え方に「チャレンジ・セイフティ

運動（CS 運動）」という取組があるそうです。社員一人ひとりが安全について考え、自律的に行動することを

めざし、それぞれが情報を発信し、グループ全体で共有する。そのために以下の５つの文化を基にする行動を

大切にしているそうです。 

① 正しく報告する文化   ② 気づきの文化 

③ 議論する文化      ④ 学習する文化 

⑤ 行動する文化 

この文化の醸成から、予兆を捉える感性や課題を見つけだす力を育てているようです。こういった内容は、

学校で行う安全教育と同じ捉え方だと思います。学校でも安心・安全の想像力を養う文化（行動や考え方、価

値観）を醸成していきたいと思います。訓練の工夫や、安全に関する行動（廊下歩行や約束を守るなど）の徹

底など、子供たちが自律的・主体的に行動できるよう指導していきたいと考えます。 
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９月１日は「防災の日」 

９月１日は、「防災の日」です。今から１０２年 

前の１９２３年（大正１２年）９月１日に発生し 

た関東大震災を忘れず、国民一人一人が災害につ 

いての知識を深め、これに対応する心構えを準備 

しようと制定されました。あらためて災害対策に 

ついて話し合ってください。学校では、９月７日 

（月）に避難訓練を行います。 

また、埼玉県では「イツモ防災」という取組を 

しています。日本に暮らすということは地震とと 

もに生きていくということ。だからこそ、地震へ 

の備えを平常の生活と切り離して「特別なこと 

（モシモ）」として捉えるのではなく、「イツモ」 

の生活の中で自然体で当たり前のこととして取り組むことが大切です。埼玉県では、イツモの備えを具体的に分か

りやすく伝えていくことで、県民の皆さまが防災に取り組みやすい社会を目指しています。 

※ 注意：「いつも防災のことばかり考える」のではなく、「いつもの活動が防災になっている」又は「（やりやすい

方法を知ることで）防災が取り組みやすくなっていく」ことを目指すものです。 

夏休みの出来事 
夏季休業中、先生たちは二学期の準備や研修・研究、学校保健委員会や地域の民生委員、主任児童委員さんとの

話し合いなど、学期中はできない仕事をしています。その一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員研修（算数） 

 今年度、学校全体で算数の研究をしています。夏季

休業中に何回か研修の時間があったのですが、北村先

生が「子供たちの考え方を大切にする」ことと「式を

読むこと」の話をしてくれました。その中で、下記の

ような問題を先生方に考えてもらいました。さて、こ

の式をかいた子供はどんな考えだったのでしょう

か？ 

 

問題 

 １＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＝？ 

この計算を簡単に求める方法を考えましょう。 

 

答え 

児童A ９×５で、求められる。 

児童B １１×４＋１で、求められる。 

児童C （１＋９）×９÷２で、求められる。 

 

さて、この３人はどう考えたのか説明できますか？ 

 

学校保健委員会 

 学校保健員会は年２回実施し、教職員・PTA・保護

者の皆様に参加していただき、子供たちの体力テスト

の現状や健康状況について話し合いを行います。７月

２３日に今年度の第１回目が行われました。また講師

として、学校歯科医の松本一真先生（レガーレデンタ

ルクリニック）にお越しいただき、「生まれ変わり期の

歯と口の健康づくり」についての講話をしていただき

ました。虫歯だけでなく、嚙み合わせ（歯列・咬合）

の大切さがよく分かりました。小さい頃の指しゃぶり

の様子から、こまめに見ていってあげるべきだなと思

います。 

・歯の生え変わり時期にはよく口腔内を観察し、乳歯

の虫歯を放置せず、積極的な虫歯予防を行うことが

大切です。 

・歯科健診で要注意乳歯を指摘されたら、速やかに歯

科医師に相談してください。 

 

民生児童委員・主任児童委員連絡協議会 

 学校は地域の多くの皆様に、支えてもらっています。登下校時の見守り隊

の方だけでなく、民生委員・主任児童委員さんの皆様にも子供たちの様子を

見てもらっています。本校では年２回連絡協議会を行っています。いつもあ

りがとうございます。 

 


